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横
浜
市
南
区
永
田
東
（
旧
永
田
町
字
殿
ヶ
谷
・
三
縄
田

二
〇
二
四
年
二
月

前
方
後
円
墳
は
全
長
四
一

～
三
六
ｍ
。
古
墳
時
代
前
期

に
大
岡
川
流
域
の
首
長
の
墓

ら
し
い
。

横
穴
墓
か
ら
は
須
恵
器
、

耳
環
、
刀
子
、
玉
が
見
つ
か
っ

と

う

す

て
い
る
。

他
に
、
方
形
周
溝
墓
、
合

口
棺
墓
が
見
つ
か
り
、
古
墳

築
造
以
前
に
は
弥
生
時
代
後

く
ら
き
永
田
保
育
園
の
東

側
、
マ
ン
シ
ョ
ン｢

フ
ォ
レ

ス
タ
井
土
ヶ
谷
 1 
」
の
辺
り

に
、
か
つ
て
遺
跡
が
あ
っ
た

そ
う
だ
。

一
九
七
五
年
宅
地
開
発
の

為
に
発
掘
調
査
を
し
た
結
果
、

前
方
後
円
墳
三
基
、
横
穴
墓

一
基
、
縦
穴
住
居
跡
な
ど
が

見
つ
か
っ
た
。

期
の
集
落
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

縄
文
時
代
、
海
面
は
現
代

よ
り
高
か
っ
た
の
で
、
海
岸

線
は
こ
の
丘
の
す
ぐ
下
。

貝
を
採
っ
て
暮
ら
し
て
い

た
人
々
に
、
こ
の
地
は
便
利

だ
っ
た
の
だ
。

宅
地
開
発
に
伴
い
、
こ
れ

ら
の
遺
跡
は
消
滅
し
、
遺
跡

の
看
板
も
無
い
。

ウ･

ロ
戦
争
、
今
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
反
撃
が
思
わ

し
く
な
い
の
で
、
一
部
に

は
こ
の
辺
り
で
休
戦
を･･

･
と
云
う
声
も
あ
る
。

国
力
の
差

テ
レ
ビ
で｢

国
力
差
で

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ
ア
に

勝
て
な
い
か
ら
休
戦
し
か

な
い｣

と
云
う
識
者
が
い

る
。
ロ
シ
ア
は
人
口
で
三

倍
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
九
倍(

二

〇
二
一
年)

だ
。
さ
て
、

ト
ン
キ
ン
湾
事
件
を
で
っ

ち
上
げ
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
を

一
九
六
四
年
に
開
始
し
た

米
国
は
人
口
五
倍
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
三
二
倍(

二
〇
〇
一
年)

。

侵
略
開
始
時
の
差
は
も
っ

と
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、

米
国
は
追
い
出
さ
れ
た
。

単
純
に｢

国
力｣

で
は
計

れ
な
い
。

そ
ろ
そ
ろ
休
戦
？

そ
う
は
云
っ
て
も
「
と

て
も
勝
て
な
い
か
ら
休
戦

し
か
な
い
」
と
云
う
人
が

い
る
。｢

休
戦｣

に
プ
ー
チ

ン
は
大
歓
迎
だ
ろ
う
。
こ

れ
ま
で
の
占
領
地
で
は
ロ

シ
ア
の
支
配
が
続
け
ら
れ

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
反
撃

は
止
ま
る
。
そ
し
て
戦
車

や
弾
薬
を
補
充
で
き
る
。

勝
手
な
理
屈
を
つ
け
れ
ば

何
時
で
も
戦
争
は
再
開
で

き
る
。

休
戦
で
一
時
的
に
は
戦

闘
は
止
ま
り
、
兵
士
の
心

は
安
ま
る
が
、
占
領
地
の

住
民
は
ロ
シ
ア
の
勝
手
な

支
配
に
さ
ら
さ
れ
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講

和
条
約(

一
九
五
一
年)
で

本
土
は
一
応
独
立
。
一
方

沖
縄
は
占
領
下
に
留
め
ら

れ
た
。
沖
縄
県
民
一
人
当

た
り
の
米
軍
基
地
面
積
は

本
土
の
二
百
倍
。
米
兵･

軍
属
は
本
土
の
百
倍
。
そ

れ
が
県
民
の
苦
し
み
の
元

だ
。
こ
れ
に
思
い
を
馳
せ

た
時｢

休
戦｣

を
ど
う
語
れ

ば
良
い
の
か
？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

｢ウクライナで休戦｣を云う時、沖縄に思いを馳せて!!

先
週
は
休
刊
し
ま
し
た
。
次
も
休
刊
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。


